


『医学生・若手医師のための誰も
教えてくれなかったおカネの話』
（2019年／金芳堂）　ブックデザ
イン全般担当

『忘れもの』（2019年／自費出版）　
ブックデザイン全般担当

『近代天皇制と社会』（2019年／思文
閣出版）　装幀担当

『マップでわかる経済学　ミクロ編』
（2018年／エクシア出版）　装幀担当

『若者支援の日英比較̶社会関係資本の観点か
ら̶』（2019年／晃洋書房）　装幀担当

『精神科医が教える 忘れる技術』
（2019年／創元社）　ブックデザ
イン全般担当

『御所西乙女さんぽ』（2018年／白川書院）　ブックデザイ
ン全般担当。京都御所西側を紹介する写真集

『植民地帝国日本における知と権力』
（2019年／思文閣出版）　装幀担当

『マップでわかる経済学　マクロ編』
（2019年／エクシア出版）　装幀担当

『ズルいくらいに1年目を乗り切る看護技術』（2018年
／メディカ出版）　装幀＆本文フォーマット担当

『そうだ京都、行こう。2019』
（2019年／東海旅客鉄道）　表
紙＆本文デザイン半分担当

『浜』（2018年／ AKAAKA）　ブッ
クデザイン全般担当

『「声」とメディアの社会学』（2019年／
晃洋書房）　装幀担当

『介入と逸脱　インターセックスと薬害
HIVの医療社会学』（2019年／晃洋書
房）　装幀担当

『悲しいくらい人に聞けない看護技術』（2019年／メ
ディカ出版）　装幀＆本文フォーマット担当

『音丸耕堂展』（2018年／高松
市美術館）　ブックデザイン全般
担当。展覧会図録

『茶の湯の羽箒』（2018年／淡
交社）　装幀＆本文フォーマット担
当

『家族はなぜ介護してしまうのか 認知症
の社会学』（2019年／世界思想社）　
装幀担当

『アメリカのスポーツ現場に学ぶマーケティ
ング戦略』（2019年／晃洋書房）　装
幀担当

『現代哲学ラボ・シリーズ①　運命論を哲学する』（2019年／明石書店）
装幀担当。仮フランス装、天アンカットなどずっと持っていたくなる哲
学本をイメージ
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京都を拠点とし、ブックデザインを中心に仕事をしています。本づく
りをトータルに考え、カバーから表紙のデザイン、本文組版、用紙提案
まで、著者や担当編集者と密に関わって、一緒に考えながら、お仕事を
していきたいと思っています。1つの案件に3人各自が考え、3つのパ
ターンで提案してみたり、社内で切磋琢磨しつつ、楽しみながらデザ
インに取り組んでいます。日本図書設計家協会 正会員。日本グラ
フィック協会JAGDA会員

https://twitter.com/hondesign

HON DESIGN
kitao@hondesign.jp



メディカ出版の専門誌23誌（2018年～／メディカ出版）　表紙デザイン及び一部本文フォーマットデザインを2018年1月号から担当。月刊誌として統一フォーマッ
トを設けつつ、各誌の毎月の特集タイトルをタイポグラフィとして、それぞれの内容が伝わるように変化をもたせ展開中

『植治 次期十二代 小川勝章と巡る 技と美の庭 京都・滋賀』（2018年／京都
新聞出版センター）　ブックデザイン全般担当。京都の庭を写真で解説

『地球情報地図50 自然環境から国際情勢まで』（2018年／創元社）　装幀と日
本語部分組版担当。いろんな情報を地図を使って紹介した書籍の日本語訳本

『失われたドーナツの穴を求めて』（2017年／さいはて社）　ブックデザイン
全般担当。本に全ページ貫通の穴をあけ、アリンダでカバーを仕上げた

『ぼくのさがしもの』（2017年／出版ワークス）　ブックデザイン 『茜と梅』（2017年／ AKAAKA）　ブックデザイン全般
担当。写真家の日常を収めたモノクロ写真集

『誕生日の花個紋 花しるべ手帖』
（2017年／青幻舎）
ブックデザイン全般担当

『ヴァナキュラー文化と現代社会』
（2018年／思文閣出版）　装幀担当

『高校生たちのゆくえ』
（2018年／世界思想社）　装幀担当

『広辞苑はなぜ生まれたか』
（2017年／世界思想社）　装幀担当

『文学社会学とはなにか』
（2017年／世界思想社）　装幀担当
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「BRAIN NURSING　ブレインナーシング　2017.vol33 1～」（2017年／メディカ出版）　スタッフの会退由希恵と担当　表紙、特集本文フォーマットなど

「ちゃっくりかき」（2017年／大隅書店）
ブックデザイン

年7102（」言提の人04̶ 光観都京「
／白川書院）　装丁、本文フォーマット

界世／年7102（」論者若の紀世一十二「
思想社）　装丁

7102（」るき生を所養療病ンセンハ「
年／世界思想社）　装丁

「わたしの坐禅　白隠禅師
青／年6102（」讃和禅座

幻舎）　ブックデザイン

「ガレとドーム　美しき至高のガラスたち」（2016年／imura art + books）　
東京、横浜、京都の髙島屋を巡回した展覧会用図録。ブックデザイン

「訪問歯科ドクターごとう①　歯医者が家にやって来る!?」（2016年／大隅
書店）　現役の歯科医師が書き下ろした物語。ブックデザイン

、く解み読に的角多を彩色の代時戸江　）舎幻青／年7102（」彩色の戸江大「
図版多数の読み物。ブックデザイン
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当担般全ンイザデクッブ　）舍々赤（」獣る眠で陰の葉草「

）所究研PHP（」典辞語用採不「
ブックデザイン全般担当

）院書川白（」記日とっらぷ都京「
ブックデザイン全般担当

デクッブ　）舎幻青（」画名の使天「
ザイン全般担当

「Akira Yoshimura Works」「ヨガ・ボディ」「十人十色の子どもたち」「正しい戦争はあるのか？」「DIARY 母と庭の肖像」「佃日記」「小さなラジオ局とコミュニティ
の再生」「照らす」　大隅書店／ブックデザイン全般担当

「認知症になる前にやっておくべ
当担幀装　）所究研PHP（」とこき

「日本酒ガールの関西ほろ酔い
蔵さんぽ」（コトコト）　装幀担当

「京の風流・永楽屋の町家てぬぐ
当担般全ンイザデ　）舎幻青（」い

版出聞新都京（」祭園祇 トスライ「
センター）　装幀担当

「イラスト みんなの感染対策」（照林社）
装幀担当

研PHP（」年十七郷故の男国田柳「
究所）　ブックデザイン全般担当 

「京都の夜カフェごはん」（コトコ
ト）　ブックデザイン全般担当

文昭（」りぐめ所か三十三国西「
社）　装幀担当

）社想思界世（」くぬき生を災震「
装幀担当

「ワーク・デザイン」（阪急コミュ
ニケーションズ）　装幀担当

「京都 路地裏図鑑」（コトコト）
ブックデザイン全般担当

文昭（」りぐめ所か八十八国四「
社）　装幀担当

「メビウスゲイト桜田門」（大隅書
店）　ブックデザイン全般担当

当担幀装　）社学教（」LETSAP&DRADNATS 帳手本赤「
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オランダ・ヒンデローペン
美しい絵付け工芸の村
青幻舎
B5変型　上製
本全体のデザインと組版を担当

オランダのヒンデローペンという町の伝統工芸について、町と作品を紹介している本。
年配の方も読みやすいように、文字の大きさを少し大きめにし、作品に目がいくように、なるべくシンプルな誌面を目指した。



カスタムメイド京都
imura art＋books
A5変型　コデックス装
本全体のデザインと組版を担当

梅田阪急で開催された展示会と関連した本。著者セレクトの作家さん紹介と、ライフスタイルの提案と、お店の紹介という構成。
お誂え感を造本でも表現したいと思い、真っ白な本に、コデックス装の赤い糸が映えるような装幀にまとめた。イラストは著者制作。



LeafMOOK Men's Leaf vol.3
株式会社リーフ・パブリケーションズ
A4変型　ムック
第二特集のデザインを担当

地元京都の出版社が男性向けに年1冊ペースで制作しているムックの第三弾。
第二特集レイアウトを担当し、各テーマごとに違う内容を、シンプルなデザインでトーンは揃えつつ、レイアウトは変えて、賑やか感を目指した。



育児言説の社会学
―家族・ジェンダー・再生産
世界思想社
四六判　並製
装幀を担当

育児についてのメディアでの紹介のされ方やその変化をまとめた本。
女性側・男性側それぞれの立場からの、育児についての視点を、メディアの集積をイメージしたイラストを作成し、タイトルを挟んで表現。



そうだ京都、行こう。2016
東海旅客鉄道株式会社
A4変型　並製
本全体のデザインと組版を担当

京都での旅行スポットなどを中心にまとめた、会員の方々に配られた本。
前半は季節ごとの見どころと、各テーマに沿ったスポット紹介。後半は地図をベースに、お店やスポット紹介という構成。



正しい戦争はあるのか？
―戦争倫理学入門―
大隅書店
A5判　並製
本全体のデザインと組版を担当

インパクトのあるタイトルを活かすため、刷り色をマットの黒と銀の2色に抑え、ドクロなどのイラストを配してより強調してまとめた装幀。
本文は横組で、読みやすくシンプルな組を目指し、説明のイラストも内部で作成し組み上げた。



震災を生きぬく
―阪神・淡路大震災から20年
世界思想社
四六判　上製
装幀を担当

仕事の人類学
―労働中心主義の向こうへ
世界思想社
A5判　上製
装幀を担当

阪神・淡路大震災のボランティアを経験した著者が、当時を振り返りつつ、被災され方がたのその後を追ったドキュメント本。
著者が記憶の風化をさせないよう保管していた、当時の断熱材をメインビジュアルに、震災前と震災後の境界線的なイメージを込めた

世界には働くことへの考え方や方法が色々あることを、人類学的にまとめられた本。
仕事のコミュニティをイメージした輪の中に、本文に出てくる国々の言葉で「仕事」の意の単語を配している。



死にゆく過程を生きる
―終末期がん患者の経験の社会学
世界思想社
四六判　並製
装幀を担当

がん患者と向き合いながら、著者が最良の治療を模索し、自宅療養に行き着くまでのストーリーと患者へのインタビューをまとめた本。
患者さんそれぞれの思いと、病状の違いなどがある内容を、建物イメージ＋稲穂イメージからヒントを得たイラストを水彩で描き表現。



パリの看板猫 CHATS PARISIENS
青幻舎
B5変型　上製
日本語の組版を担当

海外で出版された本の、日本語組版の部分を担当。
なるべく原書のイメージを壊さないように配慮しつつ、読みやすさも考慮して組み上げた。



ピエール・エルメ サティーヌ
PIERRE HERME SATINE
青幻舎
A4変型　上製
日本語の組版を担当

海外で出版された本の、日本語組版の部分を担当。
なるべく原書のイメージを壊さないように配慮しつつ、読みやすさも考慮して組み上げた。



捨てられない人の「片づけ革命」
PHP研究所
A5判　並製
装幀を担当

実践する松下幸之助　人材育成編
PHP研究所
A4判　中綴
装幀を担当

雑誌に連載されていた片付けについての文章をまとめた本。
とにかく片付けは楽しいものであるというポジティブなイメージを膨らませ、色とりどりの花束と整理された箱をイメージしてまとめた。

今後の展開を念頭に、タイトルが変わったり、ビジュアル写真が変わってもシリーズであることが判るような強さを狙った。
2色展開にすることで、さらに色を変えればシリーズ内での差別化もひと目で判断がつくような配色に。



照らす
大隅書店
四六判　上製
本全体のデザインと組版を担当

10年に渡って発表されていた作品をまとめた詩集。「照らす」という言葉から、光が照らしているイメージで装幀全体をまとめた。斜めにカッ
トした帯にして、表紙のイラストが隠れない効果を狙った。原画の蛍光感をだすため、M版を蛍光色にして鮮やかな色が出るように。
本文にも光の動きを出すため、前見返しのベージュ色から、台ごとに色を変えて、後見返しの白色まで微妙なグラデーションにしている。



ブレない小論文の書き方
樋口式ワークノート
教学社
B5判　並製
装幀を担当

一目見て小論文の本であることを、ビジュアルとしてもわかるようにまとめた。赤本とイメージを連動させるためカバーは同じ赤色にし
ているが、表紙や別冊の表紙は、それぞれ色上質に1色で刷って変化を加えている。



イラストみんなの感染対策
照林社
AB判　並製
装幀を担当

感染対策の考え方には無くてはならない人物のビジュアルを、著者のアイデアで切手風に仕上げられたイラストをメインに。
本文もイラストが満載なので、堅いイメージにならないようにまとめた。背の赤と、カバーの白と帯の緑でハンガリーの国旗カラーに



赤本手帳（2017年度受験用）
［STANDARD］
教学社
B6判　上製
装幀を担当

赤本手帳（2017年度受験用）
［PASTEL］
教学社
B6判　上製
装幀を担当

受験生に向けた手帖のカバーデザインを担当。男性でも女性でも選びやすいようなデザインを目指し、タイトルをイラストを交えたロゴ
にすることで固さを無くすよう狙った。幅広の帯を取った時に、シンプルな見た目になるよう模様と英字だけを2色で印刷したデザインに。



メビウスゲイト桜田門
大隅書店
四六判　並製
本全体のデザインと組版を担当

子どもから大人まで楽しんで読める小説。内容イメージにぴったりだと感じていたイラストレーターのスカイエマさんに装画をお願いした。
歴史的に有名な「桜田門」と「井伊直弼」が特に目に入りやすい配色にし、装画の波のイメージを各扉などにも連動させ一体感を狙った。



佃日記　2001-2003
大隅書店
A5判　上製　箱入り
本全体のデザインと組版を担当

日記本文中に著者の夢の中に出てくる「緑の本」を具現化した。カメラマンである著者が発表していた日記を1冊にまとめた本。
紙焼きの作品もセットになることから、豪華な箱入りで、継表紙という造本に。タイトルはシンプルに文字の部分を抜いた箔押しにした。



十人十色の子どもたち
―発達支援の現場から―
大隅書店
四六判　並製
本全体のデザインと組版を担当

発達の段階で色々な子どもたちがいることを、打ち合わせ時にお聞きし、金平糖というキーワードが出ていたので、メインモチーフとして
色も大きさもバラバラな金平糖を撮影＆加工した。扉のタイトル文字は著者のお子さんに描いてもらい、消しゴムはんこのイラストを添えた。



京都しあわせ手帖2016
PHP研究所
B6判変型
本文組版と各節気イメージのイラスト作成を担当

行事などの情報が盛り沢山な、手帖の本文デザインを担当。類似書と区別するため、時間軸を縦に、スケジュールを横にしたレイアウト
を提案。節気ごとに区切られた編集を活かすため、節気から連想されるモチーフをイラストに起こして27種類の柄も提案し作成した。



京都しあわせ手帖2016
各節気イメージのイラストを提案し、作成。



白浜町合併10周年 記念式典
西岡総合印刷
A4判　中綴
パンフレット全体のデザインを担当

HAPPY JAPANパンフレット
三紅
A4判　中綴
パンフレット全体のデザインを担当

白浜町の式典用の16ページのパンフレットを作成。読みやすさを保ちつつ、10周年を祝う楽しいパンフレットを目指した。
イラストレーターのもりはなさんのイラストを全ページに渡って、レイアウトと絡ませて仕上げた。

台湾語で京都を紹介する16ページのパンフレットを作成。ビジュアルで分かりやすく伝えれるように、日本っぽいモチーフを取り入れ
てまとめた。京都の各スポット地図も作成し、和紙イメージを敷いたり、手描きっぽく仕上げて親しみやすさを演出している。



『ミニヨン』
フリードリッヒ・ヴィルヘルム・フォン・シャドー（1788～1862年）
1828年、キャンヴァスに油彩	、119×92cm
ライプツィヒ造形美術館（ドイツ／ライプツィヒ）

（
108
、
114
頁
）
を
模
し
た
い
わ
ば
コ
ス
プ
レ
で
す
が
、
こ
の
と
き
の
情
景
を
、
小

説
に
忠
実
に
描
い
た
の
が
右
の
作
品
だ
っ
た
の
で
す
。

こ
の
と
き
以
来
、
ミ
ニ
ヨ
ン
は
女
性
の
姿
に
な
っ
た
と
い
い
ま
す
が
、
そ
う

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
か
つ
て
の
両
性
具
有
的
な
男
装
の
少
女
は
、
こ
の
と
き
、

歌
に
「
こ
の
ま
ま
で
い
さ
せ
て
」
と
歌
う
よ
う
に
「
男
女
を
気
に
か
け
る
こ
と

の
な
い
」「
天
上
の
姿
」、
ま
さ
に
両
性
具
有
的
な
天
使
の
姿
に
な
ろ
う
と
し
た

の
で
す
。
そ
し
て
、
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
と
テ
レ
ー
ゼ
の
熱
い
接
吻
を
目
の
当
た
り

に
し
て
、
発
作
を
起
こ
し
天
使
の
本
来
い
る
べ
き
天
へ
と
召
さ
れ
る
の
で
す
。

白
い
衣
に
身
を
包
み
、
金
の
ベ
ル
ト
と
冠
、
天
使
の
よ
う
な
翼
を
持

ち
、
チ
タ
ー
を
弾
く
美
し
い
女
性
の
傍
ら
に
は
一
枝
の
百
合
の
花
が
置
か

れ
て
い
ま
す
。
一
見
す
る
と
、
大
天
使
の
よ
う
で
す
が
、
違
う
の
で
す
。

し
か
も
、
寓
意
像
で
も
女
神
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
実
は
こ
れ
は
、
ゲ
ー

テ
の
教
養
小
説
『
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
マ
イ
ス
タ
ー
の
修
業
時
代
』
に
登

場
し
、
歌
曲
で
も
有
名
な
ミ
ニ
ヨ
ン
を
描
い
た
も
の
な
の
で
す
。

サ
ー
カ
ス
一
座
に
い
た
男
装
の
少
女
ミ
ニ
ヨ
ン
は
、
座
長
に
殴
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
を
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
に
救
わ
れ
ま
す
。
彼
は
座
長
か
ら
ミ
ニ

ヨ
ン
を
買
い
取
り
、
手
元
に
置
き
ま
す
。
ミ
ニ
ヨ
ン
は
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム

へ
、
ひ
そ
か
な
思
慕
を
抱
い
て
い
ま
す
が
、
心
臓
に
持
病
が
あ
り
、
あ

る
と
き
、
そ
の
思
い
か
ら
発
作
を
起
こ
し
ま
す
。
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
は
、
大
勢
の

子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
教
育
し
て
い
る
求
婚
者
の
テ
レ
ー
ゼ
の
と
こ
ろ
へ
、
ミ

ニ
ヨ
ン
を
預
け
ま
す
。
し
か
し
、
ミ
ニ
ヨ
ン
は
日
々
、
彼
へ
の
思
い
に
や
つ
れ

て
い
き
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
子
ど
も
た
ち
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
渡
す
た
め
天

使
役
の
格
好
を
さ
せ
ら
れ
た
の
で
す
。
そ
し
て
、
彼
女
は
チ
タ
ー
を
手
に
「
こ

の
ま
ま
で
い
さ
せ
て
」
と
歌
い
ま
す
。

百
合
の
花
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
受
胎
告
知
で
知
ら
れ
る
大

ア
ー
ク
・
エ
ン
ジ
ェ
ル

天
使
ガ
ブ
リ
エ
ル

天
使
の
コ
ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
2

聖
少
女
ミ
ニ
ヨ
ン
の
天
使
へ
の
覚
醒

愛
ら
し
き
ク
ピ
ド
た
ち

天
使
た
ち
の
原
像
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私
た
ち
が
、
天
使
を
思
い
浮
か
べ
る
際
、
そ
の
原
像

の
ひ
と
つ
と
な
っ
た
の
が
、
愛
の
神
「
ク
ピ
ド
」
で
す
。

元
々
は
ロ
ー
マ
神
話
の
神
で
、
愛
を
意
味
す
る
ラ
テ
ン

語
の
「
ア
モ
ル
」
と
も
呼
ば
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
す

る
ギ
リ
シ
ャ
神
話
の
神
が
「
エ
ロ
ス
」
で
す
。
つ
ま
り
、

古
代
世
界
で
は
、
ク
ピ
ド
、
ア
モ
ル
、
エ
ロ
ス
は
、
ほ

ぼ
同
じ
神
格
の
神
で
し
た
。
こ
の
ク
ピ
ド
の
英
語
名
が

「
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ド
」
で
、
そ
う
呼
ぶ
と
翼
の
生
え
た
幼
児

を
想
像
す
る
で
し
ょ
う
。

元
々
は
青
年
像
で
し
た
が
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
時
代
か
ら

既
に
幼
い
姿
で
描
か
れ
、
ル
ネ
サ
ン
ス
以
降
、
ヴ
ィ
ー

ナ
ス
と
と
も
に
再
び
登
場
す
る
と
、
有
翼
の
少
年
像
や
、

ぽ
っ
ち
ゃ
り
し
た
幼
児
の
姿
の
ア
モ
レ
ッ
ト
が
定
番
に

な
り
ま
す
。
こ
う
し
た
図
像
が
、
相
互
に
影
響
を
与
え

な
が
ら
天
使
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
作
っ
て
い
く
の
で
す
。

擬
天
使
の
コ
ラ
ム

44

4 プットたちの饗宴
裸体の小天使

C H A P T E R

聖
人
た
ち
と
聖
母
戴
冠

ベッ
リ
ー
ニ
と
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の

影
響
で
描
か
れ
た
可
愛
い
小
天
使

フ
ラ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
（
１
４
７
２
～
１
５
１
７
年
）

フ
ラ
・
バ
ル
ト
ロ
メ
オ
は
、
本
名
バ
ッ
チ
ョ
・
デ
ッ
ラ
・
ポ
ル
タ
と
い
う
フ
ィ
レ

ン
ツ
ェ
の
画
家
で
し
た
が
、
ド
ミ
ニ
コ
会
修
道
士
サ
ヴ
ォ
ナ
ロ
ー
ラ
に
心
酔
し
修
道

院
に
入
り
ま
す
。
フ
ラ
と
は
、
フ
ラ
・
ア
ン
ジ
ェ
リ
コ
と
同
じ
く
、
修フ

ラ
ー
テ

道
士
の
略
で
、

修
業
の
後
、
１
５
０
４
年
に
修
道
院
の
工
房
長
と
な
り
再
び
絵
筆
を
と
り
ま
す
。

こ
の
同
じ
年
に
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
に
出
て
き
た
の
が
22
歳
に
な
る
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
で
、

互
い
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
さ
ら
に
、
１
５
０
８
年
に
は
、
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
行
き

ベ
ッ
リ
ー
ニ
の
祭
壇
画
を
研
究
し
ま
す
（
83
頁
参
照
）。
翌
年
帰
っ
て
き
て
制
作
し
た
の

が
本
作
で
、
こ
れ
を
発
展
さ
せ
て
描
い
た
代
表
作
『
聖
カ
タ
リ
ナ
の
神
秘
の
結
婚
』

と
と
も
に
、
ラ
フ
ァ
エ
ッ
ロ
の
下
の
作
品
『
天
蓋
の
聖
母
』
の
影
響
が
顕
著
で
、
本

作
同
様
の
可
愛
い
小プ

ッ

ト
天
使
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。

『天蓋の聖母』
ラファエッロ・サンツィオ
（1483～1520年）

1507～08年、板に油彩
276×224cm
パラティーナ美術館／
ピッティ宮殿
（イタリア／フィレンツェ）

1509年
板にテンペラと油彩
165×152cm
ヴィッラ・グイニージ国立博物
館（イタリア／ルッカ）
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「天使」の名画
青幻舎
A5判　並製
本全体のデザインと組版を担当

名画で描かれてきた天使の変遷をたどった、色んな天使画が満載のビジュアル本。
表1と背のタイトル箔押し部分に村田金箔「チェリーピンク」、帯と表紙をLR輝ブロンズで印刷し、さりげなくゴージャス感を持たせた。

有翼者のアレゴリー
天使に見まごう者たち 2
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夜
の
寓
意

大
天
使
の
よ
う
な
翼
を
与
え
ら
れ

子
ど
も
を
抱
い
た
女
性
像
で
表
さ
れ
た
夜

ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
・
ボ
ニ
ー
ト
（
１
７
０
７
～
８
９
年
）

そ
も
そ
も
夜
の
寓
意
像
は
、
星
を
ち
り
ば
め
た
青
い
天
蓋
の
下
で
「
眠ヒ

ュ
プ
ノ
スり

」
と

「
死

タ
ナ
ト
ス」
の
双
子
を
両
腕
に
抱
い
た
姿
で
描
か
れ
て
き
ま
し
た
。
18
世
紀
ロ
コ
コ
時
代
に

ナ
ポ
リ
で
活
躍
し
た
ボ
ニ
ー
ト
は
、
天
蓋
の
星
々
を
衣
の
意
匠
と
し
、「
眠ヒ

ュ
プ
ノ
スり」
だ
け

を
抱
か
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
差
指
を
唇
に
あ
て
て
静
け
さ
を
表
し
、
夜
の
ア
ト

リ
ビ
ュ
ー
ト
で
あ
る
梟

ふ
く
ろ
うや
、
眠
り
を
表
す
ケ
シ
の
冠
を
描
い
て
い
ま
す
。

本
作
は
松た

い
ま
つ明
を
掲
げ
た
『
曙

ア
ウ
ロ
ラの
寓
意
』
と
対
作
品
で
、
タ
ペ
ス
ト
リ
ー
の
原
案
だ
っ

た
よ
う
で
す
が
、
そ
の
意
匠
に
翼
は
な
く
、
夜
の
寓
意
に
翼
が
必
須
で
な
か
っ
た
こ

と
が
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
訪
れ
て
は
去
る
時
の
移
ろ
い
を
大
天
使
の
ご
と
き

翼
に
託
し
た
の
で
し
ょ
う
。
下
の
作
品
も
夜
の
姿
を
踏
襲
し
て
い
ま
す
が
、
連
な
る

小ア
モ
レ
ッ
ト

ク
ピ
ド
は
W
・
E
・
ヘ
ン
リ
ー
の
詩
の
一
節
に
基
づ
き
星
々
を
表
し
た
も
の
で
す
。

『星たちを引き連れた夜』
エドワード・ロバート・ヒューズ（1851～1914年）
1912年、紙に水彩、ボディ・カラー、金彩、76.2×127cm	
バーミンガム市立美術館（イギリス／バーミンガム）

1768年頃
キャンヴァスに油彩
カゼルタ宮殿
（イタリア／カゼルタ）
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も
う
ひ
と
つ
の

「
天
使
」の
美
術
史

本
書
は
、
私
た
ち
が
抱
く
「
天
使
」
の
イ
メ
ー
ジ
が
い
か
に
描

か
れ
て
き
た
か
を
具
体
的
な
西
洋
絵
画
を
通
じ
て
探
ろ
う
と
し
た

も
の
で
す
。

通
常
、
天
使
の
美
術
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
と
、
天
使
の
定
義

や
属
性
、
種
別
が
問
題
に
な
り
、
そ
の
上
で
、
天
使
が
描
か
れ
た

絵
画
を
時
系
列
か
、
代
表
的
な
作
品
を
中
心
に
紹
介
し
て
い
く
で

し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
は
大
き
な
落
と
し
穴

が
あ
り
ま
す
。
天
使
と
い
う
「
存
在
」
を
、
聖
書
の
物
語
や
天
使

論
に
依
拠
し
て
定
義
、
分
類
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
に
、
天
使
の

多
く
は
、
聖
書
に
す
ら
そ
の
形
態
に
つ
い
て
の
記
述
が
な
く
、
一

般
に
描
か
れ
て
き
た
有
翼
の
天
使
像
が
、
本
来
の
天
使
の
あ
り
方

と
は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。

で
は
、
聖
書
や
天
使
論
が
語
る
天
使
の
「
図
像
」
に
限
定
す
れ
ば

い
い
か
と
い
う
と
、
今
度
は
私
た
ち
が
普
通
に
抱
い
て
い
る
天
使

の
「
イ
メ
ー
ジ
」
と
か
け
離
れ
て
い
ま
す
。
実
は
、
天
使
を
描
い

た
絵
画
を
集
め
た
だ
け
で
は
、
私
た
ち
が
抱
く
天
使
の
「
イ
メ
ー

ジ
」
が
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
き
た
か
を
説
明
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
す
。

書
に
お
い
て
も
天
使
へ
の
崇
敬
が
認
め
ら
れ
て
い
る
と
し
て
、
天

使
崇
拝
の
根
拠
と
な
り
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
『
コ
ロ
サ
イ
の
信
徒
へ
の
手
紙
』
第
2

章
18
節
で
は
、「
偽
り
の
謙
遜
と
天
使
礼
拝
に
ふ
け
る
者
か
ら
、
不

利
な
判
断
を
下
さ
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
」
と
あ
り
、
聖
書
の
時
代

か
ら
す
で
に
天
使
に
対
す
る
民
間
信
仰
に
手
を
焼
い
て
い
た
こ
と

が
想
像
さ
れ
ま
す
。
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
教
父
た
ち
も
、
神
に
代

わ
る
偶
像
と
し
て
、
異
教
の
神
で
あ
る
ヘ
ル
メ
ス
や
ダ
イ
モ
ン
の

代
替
物
と
し
て
、
天
使
が
崇
拝
さ
れ
る
こ
と
に
懸
念
を
抱
き
抑
圧

し
て
き
た
の
で
す
。

■
■ 

天
上
位
階
論
と
天
使
の
姿

こ
う
し
た
天
使
崇
拝
に
絶
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
の
が
、
6
世

紀
の
初
頭
に
書
か
れ
た
と
さ
れ
る
偽
デ
ィ
オ
ニ
ュ
シ
オ
ス
・
ホ
・

ア
レ
オ
パ
ギ
テ
ス
の
『
天
上
位
階
論
』
で
す
。

こ
の
位ヒ

エ
ラ
ル
キ
ア

階
論
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
三
位
一
体
に
も
表
れ
て
い
る

新
プ
ラ
ト
ン
主
義
で
い
う
「
三ト

リ
ア
ス性
」
に
基
づ
き
、
天
使
を
上
級
、

中
級
、
下
級
の
三
つ
の
位
階
に
分
け
、
そ
の
階
層
ご
と
に
三
種
類

の
天
使
を
配
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
上
級
天
使
に
「
熾セ

ラ
フ
ィ
ム

天
使
」

「
智ケ

ル
ビ
ム

天
使
」「
座ト

ロ
ー
ニ

天
使
」、
中
級
天
使
に
「
主

ド
ミ
ナ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
ス

天
使
」「
力

ウ
ィ
ル
ト
ゥ
ー
テ
ス

天
使
」

「
能ポ

テ
ス
タ
ー
テ
ス

天
使
」、
そ
し
て
、
下
級
天
使
に
「
権

プ
リ
ン
キ
パ
ー
ト
ゥ
ス

天
使
」「
大ア

ル
カ
ン
ジ
ェ
リ

天
使
」

「
天ア

ン
ジ
ェ
リ使

」
と
い
う
九
階
層
か
ら
な
る
天
使
の
位
階
論
で
す
。

■
■ 

天
使
の
図
像
と
天
使
崇
拝

そ
も
そ
も
天
使
と
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
神
の
使
者
、
御
使
い
の

こ
と
で
あ
り
、
時
に
、
人
間
の
姿
に
や
つ
し
て
、
あ
る
い
は
、
聖
人

た
ち
の
幻
視
の
中
で
異
様
な
姿
で
現
れ
ま
す
が
、
純
粋
に
霊
的
な

存
在
の
は
ず
で
、
原
理
的
に
は
、
そ
の
本
当
の
姿
は
、
言
語
化
す

る
こ
と
も
、
描
く
こ
と
も
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
し
か
も
、
ユ
ダ

ヤ
＝
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
、
モ
ー
セ
の
十
戒
の
第
二
戒
「
い

か
な
る
像
も
つ
く
っ
て
は
な
ら
な
い
」
に
よ
っ
て
偶
像
崇
拝
を
禁

じ
て
き
ま
し
た
。
初
期
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
神
の
姿
は
も
ち
ろ
ん
、

天
使
の
姿
も
描
く
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
す
。
さ
ら
に
、
天

使
は
神
の
使
い
で
あ
っ
て
神
自
身
で
は
な
い
の
で
、
天
使
自
体
を

崇
拝
す
る
こ
と
も
慎
ま
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
、
読
み
書
き
の
で
き
な
い
多
く
の
民
衆
た
ち
に
布
教

し
て
い
く
中
で
、
聖
書
が
伝
え
る
物
語
の
視
覚
化
が
望
ま
れ
、
絵

画
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
崇
拝
の
対
象
と
な

る
偶
像
と
し
て
で
は
な
く
聖
書
の
場
面
の
登
場
人
物
と
し
て
天
使

も
描
か
れ
た
の
で
す
。
こ
う
し
て
3
世
紀
末
以
降
、
キ
リ
ス
ト
教

絵
画
が
数
多
く
制
作
さ
れ
る
と
、
天
使
も
頻
繁
に
登
場
し
ま
す
が
、

そ
の
姿
は
、
普
通
の
人
間
と
同
じ
よ
う
に
描
か
れ
て
い
た
の
で
す
。

ま
た
、
聖
パ
ウ
ロ
の
『
コ
リ
ン
ト
信
徒
へ
の
手
紙
一
』
第
11
章

10
節
に
お
い
て
「
天
使
た
ち
の
た
め
」
女
性
は
礼
拝
の
際
に
被
り

物
を
す
る
よ
う
説
い
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
記
述
に
よ
り
、
聖

し
か
し
、
こ
の
位
階
論
自
体
は
、
聖
書
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
天
使
の
う
ち
、
聖
書
に
そ
の
姿
が

詳
述
さ
れ
て
い
る
の
は
『
イ
ザ
ヤ
書
』
第
6
章
で
、
6
枚
の
翼
を

持
ち
、
2
翼
ず
つ
で
顔
と
足
を
隠
し
、
残
り
2
翼
で
飛
翔
し
な
が

ら
三ト

リ
ス
ア
ギ
オ
ン

聖
頌
（
聖
な
る
、
聖
な
る
、
聖
な
る
万
軍
の
主
）
を
呼
び
交
わ
す
と

さ
れ
た
「
熾セ

ラ
フ
ィ
ム

天
使
」
や
、『
エ
ゼ
キ
エ
ル
書
』
第
1
章
で
、
人
の
よ

う
な
顔
の
右
に
獅
子
、
左
に
牛
、
後
ろ
に
鷲
の
顔
を
持
ち
、
4
枚

の
翼
の
う
ち
一
対
を
ま
っ
す
ぐ
伸
ば
し
て
触
れ
合
い
、
一
対
で
身

体
を
隠
す
と
さ
れ
た
「
智ケ

ル
ビ
ム

天
使
」、
そ
し
て
、
そ
の
足
元
に
あ
る
と

さ
れ
た
車
輪
の
こ
と
を
差
す
「
座ト

ロ
ー
ニ

天
使
」
く
ら
い
で
す
。

ま
た
、
中
級
の
「
主

ド
ミ
ナ
ツ
ィ
オ
ー
ネ
ス

天
使
」（
主
権
）「
力

ウ
ィ
ル
ト
ゥ
ー
テ
ス

天
使
」（
勢
力
）「
能ポ

テ
ス
タ
ー
テ
ス

天
使
」

（
権
威
）
か
ら
下
級
上
位
の
「
権

プ
リ
ン
キ
パ
ー
ト
ゥ
ス

天
使
」（
支
配
）
ま
で
は
、
聖
書
の

『
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
』
第
１
章
21
節
に
あ
る
、
キ
リ
ス
ト

を
「
す
べ
て
の
支
配
、
権
威
、
勢
力
、
主
権
の
上
に
」
置
い
た
と

さ
れ
る
記
述
を
根
拠
に
し
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
で
、
当
然
、
聖
書
に
描

か
れ
て
は
い
な
い
の
で
す
。
一
方
、
こ
れ
に
続
く
ミ
カ
エ
ル
や
ガ

ブ
リ
エ
ル
な
ど
の
「
大ア

ル
カ
ン
ジ
ェ
リ

天
使
」
や
、
告
知
や
守
護
で
人
間
た
ち
と

交
流
す
る
最
下
層
の
「
天ア

ン
ジ
ェ
リ使
」
た
ち
は
、
確
か
に
聖
書
に
登
場
し

ま
す
が
、
そ
の
姿
は
記
述
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
こ
の
天
上
位
階
論
は
、
伝
統
的
な
聖
書
解
釈
に
依
拠

し
な
が
ら
思
弁
的
に
作
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、

7
世
紀
の
教
皇
グ
レ
ゴ
リ
ウ
ス
一
世
ら
に
支
持
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

天
使
崇
拝
の
熱
が
高
ま
っ
て
い
く
の
で
す
。
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2012.12

奈良県吉野郡東吉野村
Higashiyoshino Yoshino NARA

1970年代に高級建築材として需要が高まったのが最後
の盛りだった。以後、間伐が行われない山が増えてい
る。

The demand for luxury housing materials reached its peak in 
the1970ʼs. Mountains they have not been kept up have been in-
creasing since then.

2012.12

奈良県吉野郡東吉野村
Higashiyoshino Yoshino NARA

手入れされた山に入ると、時間の記憶に触れることが
できるように想う。

It is as if you are touching memories of time when you make your 
way into a mountain being well looked after.

2012.12

奈良県吉野郡東吉野村
Higashiyoshino Yoshino NARA

間伐の植林で昼食時に暖をとった。 Warmed by the fire during lunch on break from thinning the for-
est.

2010.12

奈良県吉野郡川上村東川
Unogawa Kawakami Yoshino NARA

猟期が始まる前、狩りの感覚を養うため、飼っている
親子3頭の猪と猟犬を戦わせる。

Before open season, to develop their sense of hunting, hounds 
fight against pet boars, a mother and two boar piglets.

2010.12

奈良県吉野郡川上村東川
Unokawa Kawakami Yoshino NARA

2009年の台風で主要な猟犬を水死させてしまった。次
世代が主体になり狩りを行う。

The main hounds were drowned by the typhoon in 2009. The 
next generation will be playing the key role in the hunting squad.

2013.12

奈良県吉野郡川上村
Kawakami Yoshino NARA

犬種は「雑種」。 An “underbred” dog.

2014.11

奈良県吉野郡吉野町小名殿川
Konatonogawa Yoshino NARA

獲物を見つけた猟犬は一斉に吠え仲間を呼び、猪に襲
いかかる。

When the hounds find a boar, they start barking all at once to 
gather other hounds for the attack.

2012.2

奈良県吉野郡吉野町小名殿川
Konatonogawa Yoshino NARA

川上村東川猟友会会長、新子さん。郵便局員として定
年まで勤め上げた。成人前から猟師をしている。

Mr. Atarashi, the chairman of Kawakamimura Unogawa Hunting 
Club. He worked in a post o�ce until retirement. He became a 
hunter before coming of age.

2010.12

奈良県吉野郡川上村
Kawakami Yoshino NARA

山から下りてきた猪が畑などを掘り起こして食事をし
た跡を探す。

Looking for traces left by mountain boars who ravaged the crops 
and vegetables.

2011.2

奈良県吉野郡吉野町小名殿川
Konatonogawa Yoshino NARA

遠くで猟犬の吠える声。「獣
シシ

起こしよったど」と鳴き声
を頼りに薮を鉈で切り払い進むと、開けた泥濘で命を
かけた格闘が始まっていた。

We heard the hounds barking in the distance. “They woke up Shi-
shi (the boar).” The hunter made his way through the mountain in 
the direction of the bark, cutting bamboo grass with his hatchet. 
When we broke out of the mountain into an open space, we saw a 
fierce fight where lives were at stake. 

2011.2

奈良県吉野郡吉野町小名殿川
Konatonogawa Yoshino NARA

多勢に無勢。激しく応戦する猪。 It was clear that there is little it could do against such odds, 
though, the boar fought back fiercely.

2011.2

奈良県吉野郡吉野町小名殿川
Konatonogawa Yoshino NARA

猟犬たちは代わる代わる猪の首めがけて牙を剥く。猟
師が腰に差した短刀で猪の首を刺すと、喉から咆哮を
漏らし緩やかに倒れ絶命した。

The hounds kept biting the boarʼs neck in turn. When the hunter 
stubbed the boar in the neck with his short sword carried on his 
back, it gently fell to death, emitting a howl.

2011.2

奈良県吉野郡吉野町小名殿川
Konatonogawa Yoshino NARA

獰猛で賢い猪。「普段はあったかい木陰で草の布団の上
で寝とるけど耳と鼻が効くし、わしらより山のことよ
う知っとるからの」と狩った猪を前に猟師は喜んでい
る。

Boars are fierce and smart. The hunters are cheering in front of 
their game, saying “They are usually resting on warm grass bed 
behind trees. But they have good noses and ears. They know the 
mountain more than we do.”

2011.2

奈良県吉野郡川上村東川
Unogawa Kawakami Yoshino NARA

獲物は直に内蔵を取り除く。よく手入れされたナイフ
を使い無駄なく美しくさばいていく。

Organs are removed from the body immediately. Using a well-
maintained knife, it is processed neatly without any waste.

2011.2

奈良県吉野郡川上村東川
Unogawa Kawakami Yoshino NARA

内蔵を取り除き、1日置いて脂を固める。 Organs are removed from the body and left for a day until the fat 
becomes solid.

2010.12

奈良県吉野郡川上村東川
Unogawa Kawakami Yoshino NARA

鹿の頭は放置して骨と角だけにする。 A reindeer head is left until it becomes bones and horns.

2014.12

奈良県吉野郡川上村東川
Unogawa Kawakami Yoshino NARA

鹿の足をほおばる生後3ヵ月の子犬。 A three-month-old puppy filling its mouth with a deer foot.

2010.12

奈良県吉野郡川上村東川
Unogawa Kawakami Yoshino NARA

新調したライフル。 A brand-new rifle. 

2013.12

奈良県橿原市久米町　橿原神宮
Kashihara Shrine Kume Kashihara NARA

神武天皇を祀る橿原神宮。2014年1月1日午前0時の30
分前。浮き足立つ周囲をよそに静寂を身にまとった存
在に惹かれた。

Kashihara Shrine where Emperor Jimmu is enshrined. 30 minutes 
before midnight on New Yearʼs Day 2014. The lady wrapped in 
silence was intriguing, unlike the other festive people around.

2013.12

奈良県橿原市久米町　橿原神宮
Kashihara Shrine Kume Kashihara NARA

橿原神宮初詣。 The first shrine visit of the year at Kashihara Shrine.

奈良市

大和
高田市

天理市

橿原市
桜井市

五條市

御所市

葛城市 曽爾村

御杖村

高取町

明日香村

広陵町

吉野町大淀町

下市町

黒滝村

天川村

野迫川村

十津川村 下北山村

上北山村

川上村

東吉野村

宇陀市

曽爾高原のススキ
に心を踊らせた

清流に蛍が乱舞
する菟田野

杉や檜が林立する

猟師の本部

鉈で切ったような谷にある
篠原集落

お盆の3日間十津川村の各集
落で行われる十津川大踊り

和歌山との県境
にある七色集落

曲がりくねった山道を駆け
上がると、天空にある果無
集落

高野山のとなりにある山深
い野迫川村

修験の聖地大峰山寺

四季を通じて表情が変わる
西吉野柿の木畑

春になると菜の花と桜が美
しい甘樫丘

奈良と大阪を一望できる葛
城山頂

自宅があるここから出発する

一目千本吉野山の桜

撮影地マップ　奈良県
Location Map   Nara Prefecture

N

『草葉の陰で眠る獣』
赤々舎
A4判変形　上製
本全体のデザインと組版を担当

カメラマンの百々武さんの写真集。
故郷の奈良に戻ってからの数年分の写真をまとめたもの。とにかくシンプルに写真に集中できるような本を目指しまとめた。



DIARY　母と庭の肖像
大隅書店
A4判変形　上製
本全体のデザインと組版を担当

カメラマンの山崎さんが、自宅で親を介護しながら毎日の母親と庭の写真を撮り続けた4年分からの抜粋した写真集。
日本語と英語併記の日記部分が、読みやすさをもたせつつ、写真より主張しないようなレイアウトを探った。装幀周りの用紙は白ベース

1999年月日不詳

母記す

My mother showed no expression today. I entered into the garden and found all 

of the Chinese violet cress coming into full bloom. I felt the change of the days. I shot my 

mother, who has dementia, and my garden almost every day for three years like a diary. 

The period was from September 4th, 2001 to October 26th, 2004, when my mother died. 

The photographs totaled more than 3600.

Beginning in 1999, my mother’s memory started to fail and she started to experience 

troubled behavior like wandering around and having emotional turmoil. I was an only 

child, so I had to care for her. Fortunately, our caretaker cared for her during the day and 

my wife and I did it nights and weekends. She sometimes showed a calm expression, but 

sometimes had troubled behavior. At last she tended to forget my name, but those expres-

sions of hers are in the photographs.

I tried to shoot a corner of my garden after shooting my mother. The contrast between 

my mother approaching her death and plants showing different looks according to all four 

seasons. After I started to care for her, I somehow came to feel curious about the breath of 

the plants. I tried to highlight these two states of life through fixed-point observation.

2001年 9月 9日（日）

「ひろよし　かいもの　 6時ころ　かえる」　
何度も繰り返す。

September 9, Sun., 2001
“Hiroyoshi, Errand, About six o’clock, Back home”
She repeated it over and over.

認知症は実存の病気だ。人は経験知に支えられている。その支えが、ある日、音もなく崩れる。

うちの場合は 2年半前に㴑る。日が落ちたとたん、母親から電話がくる。

「今、朝か夜か」

状況を摑めずに闇と対峙している恐怖が、声から伝わってくる。聞いたこちらも床が抜けて

際限もなく墜ちていく感じがした。

認知症は直前の記憶を好んで蝕
むしば

む。昼を忘れてしまえば、昼に夜が続かなくなる。しかし朝、

昼、晩を分けるのは人間の発想で、大地には本来、光と闇しかない。そんな原初の世界にひと

り向き合い、患者は過去と繫がらないちぐはぐな現在を渾
こん

身
しん

で生きる。

渾身という言葉が「DIARY」には相応しい。認知症の母親と庭の一隅をセットにして、日々

撮り重ねたものが一冊になってみると、静
せい

謐
ひつ

にして渾身、という不思議な作品が成立した。

渾身の状態にあるのは、まず、モデルの山崎いくさんである。カメラが捉えた表情は多彩で、

無心の笑顔や照れ笑いもあるが、失意、懐疑、悲哀、自失。時には鷹の鋭い目をしている。鷹

の目で見つめられた写真家＝息子は内心のけ反
ぞ

ったはずで、私にも母親の視線を受け止めかね

る瞬間がある。

老いが身体の自由を奪うのに従って、命の炎を搔きたてるようにして、持てる人間性のすべ

てを自分の顔に託す。ポーズを取る余裕もなく曝
さら

け出された被写体の真実を、カメラは淡々と

追っていく。

写真家の仕事にブレはないが、息子としての山崎弘義さんがギリギリの生活であったことは、

添えられた短い日記の言葉に明らかだ。例えば「ティッシュを食べようとする」のひと言。便

失禁の後始末で「便が徐々に崩れて水に溶けていく」というリアリズム。

静謐と渾身の間

荻野アンナ

穏やかな母、そして庭には一輪のチューリップ。牧歌的と思えるページに「体のだるさが取

れず、仕事に行く気がしない」の一行が隠れている。仕事に疲れた夜には、母の介護が待って

いる。

山崎さん本人から聞いた話だが、徘徊が始まった頃、近所の同じ家を 1日に何度となく訪ね

ることがあった。家に上がり込んで、黙然と座っている。帰ったと思うと、また来る。相手は

さぞや迷惑だったはず、と山崎さんは苦笑する。快活で饒
じょう

舌
ぜつ

だった母が、言葉もなく座ってい

る姿を思うと、胸が痛んだ。

山崎さんのそれまでの被写体は東京の街角だった。介護で身動きが取れなくなり、写真家と

していったん破綻して、改めて眺めたわが家に母がいた。母が自分を家に縛り付けてくれたお

かげで、移ろいゆく庭の情景に目が行くようになった。季節の中で、草木は 1日ごとに装いを

新たにする。母の体調もまた。

時間を生きる同じ生命体として、母と植物を対峙させる手法がこうして完成した。双方とも、

今この瞬間を必死で受け止めている。植物に必死という形容は似合わないが、実態は異なる。

そう教えてくれたのは藤の専門家で、開花期は「連日、全力疾走をしているようなもの」だと

いう。

母と庭は、山崎さんという伴走者を得て、 3年 2ヶ月のマラソンを完走した。その記録は、個

に徹することで普遍となり、閉ざされることで開かれている。私も心が疲れたら、いくさんの

庭を、ふらりと訪れることにしよう。
（おぎの　あんな／作家・慶應義塾大学文学部教授）



遊
び
な
が
ら
「
こ
こ
ろ
・
頭
・
か
ら

だ
」
の
す
べ
て
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
刺
激

す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
は
健
や
か
に
成

長
し
て
い
く
、
と
い
う
方
程
式
が
あ
り

ま
す
。
新
し
い
子
育
て
の
場
「
キ
ド
キ

ド
」
は
、
そ
の
方
程
式
を
ど
の
家
庭
で

も
応
用
で
き
る
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
あ

そ
び
の
ヒ
ン
ト
を
提
案
し
、「
こ
こ
ろ
･

頭
・
か
ら
だ
」
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

成
長
を
応
援
す
る
、
親
子
の
た
め
の
屋

内
あ
そ
び
場
で
す
。

子
ど
も
が
存
分
に
遊
ぶ
こ
と
の
で
き

る
環
境
が
減
少
し
て
い
る
現
在
、
静

か
に
じ
っ
く
り
取
り
組
む
ブ
ロ
ッ
ク
や
、

ご
っ
こ
遊
び
が
満
喫
で
き
る「
静
の
あ
そ

び
場
」、
思
い
き
り
体
遊
び
を
楽
し
め
発

1動のあそび場。全身で遊ぶ楽しさは、体
の育成だけでなく、達成感や向上心などの
精神力も育む。　2ベビーコーナー。豊か
なあそびは親子の信頼関係に欠かせない。　
3静のあそび場。ままごとやブロック遊び
は、子どもの想像力、創造性、巧緻性を育
み、心の成長につながる。

子どもの発達・発育に必要な
あそびが集まるキドキド

プレイリーダー：子どもの成長とあ
そびについての知識をもち、親子
のあそびをサポートするスタッフ

1

2

散
で
き
る
「
動
の
あ
そ
び
場
」、
乳
児
が

ゆ
っ
く
り
寛く
つ
ろげ
る
ベ
ビ
ー
コ
ー
ナ
ー
の
３

ゾ
ー
ン
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
プ
レ

イ
リ
ー
ダ
ー
も
常
駐
し
、
子
ど
も
た
ち

は
豊
か
な
あ
そ
び
体
験
を
通
し
て
、
知

性
、
情
操
、
社
会
性
な
ど
人
間
に
と
っ

て
必
要
な
「
生
き
る
力
」
を
育
み
ま
す
。
3

あ
そ
び
の
方
程
式

全身を動かすあそび
指の動きや手の力を育てるあそび
脚力を鍛えるあそび

アイコンの説明

色彩や動きをとらえるあそび
聴力を育てるあそび
心の成長を促すあそび
脳の働きを活発にするあそび

「こころ・頭・からだ」の
バランスあるあそび

3 2 

他
者
を
演
じ
る
ご
っ
こ
遊
び
へ

こ
の
時
期
の
子
ど
も
は
、
親
や
周
り
の
人
た
ち
が
し
て
い
る
こ
と
や
会
話
を
一
生
懸
命
、
見
た
り
聞
い
た

り
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
自
分
で
模
倣
す
る
「
ご
っ
こ
遊
び
」
が
盛
ん
に
な
り
ま
す
。
同
じ
ご
っ
こ
遊
び

で
も
２
歳
児
の
あ
そ
び
方
と
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。
２
歳
の
頃
は
料
理
を
つ
く
っ
た
り
、
人

形
を
抱
っ
こ
し
た
り
と
行
為
そ
の
も
の
を
真
似
て
遊
ん
で
い
ま
す
が
、
３
歳
に
な
る
と
お
母
さ
ん
と
子
ど

も
、
き
ょ
う
だ
い
と
友
だ
ち
な
ど
を
演
じ
分
け
な
が
ら
遊
べ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
自
分
と
他

人
を
区
別
し
て
そ
の
関
係
を
巧
み
に
構
築
し
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
つ
く
り
出
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
こ
れ
を
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
や
空
想
と
い
っ
た
言
葉
で
表
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
は
３

歳
頃
に
な
る
と
頭
の
な
か
で
想
像
し
、
他
者
を
演
じ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
男
の
子
も
女

の
子
も
物
語
の
主
人
公
や
ヒ
ー
ロ
ー
を
演
じ
る
の
に
夢
中
に
な
る
の
は
こ
の
頃
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

こ
の
時
期
は
、
そ
の
子
ら
し
さ
、
つ
ま
り
個
性
も
育
っ
て
き
ま
す
。
ご
っ
こ
遊
び
は
、
そ
の
両
方
を
育
ん

で
く
れ
る
と
い
う
意
味
で
も
大
切
で
す
。
た
と
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ド
ー
ル
ハ
ウ
ス
は
、
祖
父
母
、
親
、

き
ょ
う
だ
い
、
と
き
に
は
友
だ
ち
や
ペ
ッ
ト
な
ど
も
い
て
、
た
く
さ
ん
の
家
族
の
物
語
を
思
い
描
き
な
が

ら
、
そ
し
て
日
常
生
活
や
家
族
観
を
再
現
し
な
が
ら
遊
べ
ま
す
。
親
が
関
わ
っ
て
あ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

遊
び
な
が
ら
生
活
習
慣
や
社
会
の
ル
ー
ル
を
伝
え
て
い
く
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。

社会性と客観性

　500年の歴史がある　ドールハウス

想像の世界をつくるあそびの代表といえ
ば「ドールハウス」。1人遊びから人形に
自分を投影して世界観をつくるあそびへ。
友だちと一緒に役割分担し協調しながら
1人何役にもなりきり遊びます。

　大人も夢中　ミニカー

消防車やクレーン車、スポーツカーで
遊ぶと、子どもの心はすっかり消防士
やカーレーサー。手のひらサイズの“本
物”の車を動かし、カーペットを道路
に、積み木を街並みに見立てれば、親
子で時間を忘れて遊べます。

自分と他人を区別でき、周りの人や環境に興味をもって

積極的に関わりをもつようになる頃。

ごっこ遊びにもストーリー性が出てきます。

成長とあそび13

想像力を育てる

協調性・想像力を育てる
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心
が
育
つ
あ
そ
び

静
の
あ
そ
び
場
は
、
積
み
木
や
ブ
ロ
ッ
ク
、
ゲ
ー
ム
や
パ
ズ
ル
、

ま
ま
ご
と
や
買
い
物
な
ど
の
ご
っ
こ
遊
び
を
思
う
存
分
楽
し
め
る
環
境
。

ゆ
っ
く
り
自
分
の
ペ
ー
ス
で
心
に
向
き
合
え
る
あ
そ
び
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ごっこ遊び

子どもサイズで再現された想像の街。
キッチンやお店屋さん、大工さん、列
車の走る町も。家族みんなでゆっく
り会話しながら遊べば、親から子へ、
いろいろなことを伝えられる。

運転手になったつもりで
脱線には気をつけて

お友だちと役割分担をしながら
想像遊びが広がる

板、ボルト、ナットなどを
使ってものづくりに挑戦

買い物って楽しい

お母さんになったつもり

料理を器に盛って

野菜を切ったらフライパンで
炒めて料理完成！

あ
そ
び
の

ヒ
ン
ト

2

たくさんのブロックで
大工さんになったつもり

7 6 

転
ん
だ
と
き
に
手
を
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
顔
面
を
打
撲

し
て
し
ま
う
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た
と
っ

さ
の
動
き
は
、
指
導
さ
れ
て
習
得
で
き
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
幼
児
期
の
あ
そ
び
の
経
験
、
と
く
に
失
敗
し
た
経
験

の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、

か
つ
て
あ
そ
び
に
よ
っ
て
習
得
さ
れ
て
い
た
動
き
を
、
現
代

の
形
に
置
き
換
え
て
実
践
で
き
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

ま
た
、
運
動
指
導
に
よ
る
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
で
は
な
く
、

好
奇
心
を
刺
激
し
な
が
ら
楽
し
く
習
得
で
き
る
「
あ
そ
び
」

は
心
の
育
成
に
も
つ
な
が
り
、
集
団
を
つ
く
る
の
が
苦
手
な

現
代
の
子
ど
も
た
ち
が
、
社
会
性
や
協
調
性
を
身
に
つ
け
る

機
会
に
も
な
る
の
で
す
。

大
切
な
の
は
、
発
達
段
階
に
適
し
た
運
動
の
あ
り
方
を
考

え
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
6
歳
ま
で
の
幼
児
期
に
は
、
体

力
を
向
上
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
大

走
る
、
跳
ぶ
、
投
げ
る
と
い
っ
た
基
本
的
な
動
き
が
で
き
な
い
子
ど
も
が
増
え
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
の
心
と
体
の
育
ち
と
あ
そ
び
」
の
研
究
を
さ
れ
て
い
る
中
村
和
彦
さ
ん
に
、

子
ど
も
の
体
力
向
上
や
運
動
保
育
に
つ
い
て
伺
い
ま
し
た
。

事
な
の
は
体
力
の
基
礎
と
な
る
動
き
を
培
う
こ
と
で
す
。
そ

し
て
、
こ
の
情
報
が
土
台
と
な
り
、
小
学
生
に
な
っ
た
頃
に

は
、
よ
り
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
の
計
画
、
工
夫
、
協
力
す
る
こ

と
を
覚
え
る
と
同
時
に
、
感
受
性
や
想
像
力
、
さ
ら
に
社
交

性
や
協
調
性
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。
こ
う
し
て
中
学
生
に
な
っ
た
頃
に
は
、
自
分
の
興
味
が

向
か
う
方
向
が
明
確
に
な
り
、
新
し
い
何
か
に
挑
戦
し
た
い

と
い
う
欲
求
に
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
す
。

ま
ず
は
、
親
御
さ
ん
の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。
今
の
子

ど
も
た
ち
は
、
無
関
心
、
判
断
力
の
低
下
、
応
用
力
が
な
い
、

と
い
っ
た
心
の
問
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
を
子
ど

も
自
身
に
ぶ
つ
け
て
み
る
と
、「
自
分
で
決
め
て
も
、
そ
の
通

り
に
な
っ
た
こ
と
が
な
い
」「
だ
か
ら
、
考
え
て
も
仕
方
が
な

い
」
と
い
う
本
音
が
引
き
出
さ
れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
親
が

子
ど
も
を
失
敗
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
あ
ま
り
、
勉
強
す
る

の
は
こ
れ
、
運
動
す
る
の
は
こ
れ
、
と
い
う
よ
う
に
一
つ
ひ

と
つ
の
行
動
を
型
に
は
め
て
し
ま
い
、
子
ど
も
の
想
像
力
や

行
動
力
を
狭
め
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
、
心

も
体
も
元
気
に
育
つ
た
め
に
は
、
生
活
を
分
断
す
る
の
で
は

な
く
、「
体
を
動
か
す
」「
お
い
し
く
ご
飯
を
食
べ
る
」「
ぐ
っ

す
り
眠
る
」
と
い
う
一
連
の
サ
イ
ク
ル
を
、
ト
ー
タ
ル
で
考

え
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
を
常
に
循
環

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
大
事
な
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
学
校
、
家
庭
、
地
域
を
中
心
と
し
て
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
連
携
を
と
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
し
て
、
自

分
た
ち
の
目
の
届
か
な
い
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
、
子
ど
も
た
ち

が
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
を
知
り
、
そ
の
気
持
ち
を

察
し
て
汲
み
取
っ
て
あ
げ
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
生
活
全
体
の
流
れ
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
、
健
全
な
生

活
習
慣
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
の
で
す
。

な
か
む
ら
・
か
ず
ひ
こ

山
梨
大
学
大
学
院
教
授
。
専
門
は
発
育
発
達

学
・
健
康
教
育
学
な
ど
。
文
部
科
学
省
や
日

本
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
委
員
会
会
員
、
N
H
K
教

育
テ
レ
ビ
「
か
ら
だ
で
あ
そ
ぼ
」
な
ど
の
監

修
を
務
め
、
子
ど
も
の
健
康
増
進
、
体
力
向

上
の
推
進
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

『PLAYSCAPE』6号（2008年8月23日発行）の「オピニオン006」を一部抜粋、再構成しました。

中
村
和
彦
さ
ん
（
大
学
教
授
）

あ
そ
び
の
力
が

子
ど
も
の
体
の
危
機
を
救
う

1子どもの
プロは語る

体

37 36第1章　あそぶことは生きること

『［0〜5歳］成長にあわせた　
心と体を育てるあそび』
PHP
A5判　並製
本全体のデザインと組版を担当

子ども用遊具などを輸入販売などをしている会社、ボーネルンドさんのノウハウや考え方などをまとめた本。
写真やイラスト、図解を使い、内容が伝わりやすい誌面構成で。全体としてはシンプルに、所々のデザインで子どもを意識したデザインに



ブ
ッ
ク
ス
タ
ン
ド

あ
ま
り
に
店
と
マッ
チ
し
て
い
る
の
で
、

店
主
に
尋
ね
る
と
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
特
注
だ
っ
た
。

ペ
ン
ダ
ン
ト
ラ
イ
ト

奥
の
個
室
に
あ
る
ラ
イ
ト
。

水
色
が
綺
麗
で
、

お
店
の
ム
ー
ド
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

こ
の
部
屋
で
誰
か
と
お
茶
し
た
く
な
る
。

同
じ
柄
の
お
し
ぼ
り

マッ
ト
と
同
じ
柄
の
可
愛
い
お
し
ぼ
り
。

コ
ー
ヒ
ー
と
一
緒
に
出
て
く
る
と
嬉
し
く
な
る
。

ト
マ
ト
サ
ン
ド

賀
茂
の
地
野
菜
を
使
っ
て
い
る
の
だ
そ
う
。

分
厚
く
て
美
味
し
い
。

コ
バ
ル
ト
ブ
ル
ー
の
花
柄
マ
ッ
ト

同
系
色
の
ブ
ル
ー
が
効
い
た
、

青
い
マッ
ト
が
店
と
絶
妙
に
マッ
チ
し
て
い
る
。

青
い
ア
ー
ケ
ー
ド
と
青
い
扉
。
そ
の
装

い
に
そ
っ
と
寄
り
添
う
青
い
マ
ッ
ト
が
印

象
に
残
る
。
出
さ
れ
た
コ
ー
ヒ
ー
の
香
り

も
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ト
マ
ト
サ
ン
ド
も
抜

群
。
女
性
シ
ン
ガ
ー
の
B
G
M
に
う
っ

と
り
し
な
が
ら
、
窓
か
ら
川
を
見
つ
め
て

い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ

る
。
絶
対
ま
た
来
よ
う
！
　
と
誓
っ
た
。

お
し
ぼ
り
の
柄
も
マ
ッ
ト
と
同
じ
だ
っ

た
こ
と
に
店
を
出
る
と
き
気
づ
い
た
。
ど

こ
ま
で
も
洒
落
て
い
る
。
日
差
し
が
あ
た

た
か
い
か
ら
、
川
沿
い
を
歩
い
て
帰
る
こ

と
に
し
よ
う
。

70

140

80

80
あおほしマット

使用色：
ロイヤルブルー
ライトブルー

45

愛
ら
し
さ
を
醸
す
、
大
き
な
花
の
モ
チ
ー
フ

は
な
は
な

シ
ロ
ツ
メ
ク
サ
、
梅
に
桃
の
花
…
。

大
輪
の
愛
ら
し
い
花
々
は
、
カ
ラ
ー
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
の
お
店
を
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
豊
富
な

明
る
さ
と
彩
り
で
飾
り
ま
す
。

ブラック、ダークグレー
バーガンディー、パールグレー

パールグレー、グレー
ピンク、サファイアブルー

パールグレー、グレー
ピンク。バーガンディー

バーガンディー、ダークグレー
サファイアブルー、パールグレー

パールグレー、ダークグレー
バーガンディー、ブラック

ゴールド、パールグレー
ココアブラウン

※
お
そ
ろ
い
の
お
し
ぼ
り
も
あ
り
ま
す
。

2 22 3

70

140

80

80
はなはなマット

使用色：
パールグレー

グレー
ピンク

サファイアブルー

70

140

80

80
はなはなマット

使用色：
バーガンディー
ダークグレー

サファイアブルー
パールグレー

70

140

80

80
はなはなマット

使用色：
ブラック

ダークグレー
バーガンディー
パールグレー

70

140

80

80
はなはなマット

使用色：
ゴールド

パールグレー
ココアブラウン

70

140

80

80
はなはなマット

使用色：
パールグレー
ダークグレー
バーガンディー

ブラック

70

140

80

80
はなはなマット

使用色：
パールグレー

グレー
ピンク

バーガンディー

はなは
な４色

Ａ

はなは
な4色

D

はなは
な4色

E

はなは
な3色

A

はなは
な4色

B

はなは
な4色

C

マ
ッ
ト
は
物
語
の
プ
ロ
ロ
ー
グ
。

「
こ
ん
に
ち
は
！
」
と
思
わ
ず
声
に
出
し
て
入
店
し
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
、
心
持
ち
に
さ
せ
る
の
は
、

そ
の
お
店
を
訪
れ
る
、

最
初
の
扉
を
開
け
る
瞬
間
に
決
ま
る
の
で
す
。

こ
こ
に
入
れ
ば
、
な
に
か
楽
し
い
物
語
が
始
ま
り
そ
う
。

そ
ん
な
嬉
し
い
、
ワ
ク
ワ
ク
し
た
気
持
ち
。

お
客
様
の
期
待
を
存
分
に
引
き
出
し
て

店
内
へ
迎
え
入
れ
る
。

そ
ん
な
お
手
伝
い
が
で
き
れ
ば
と
、
願
っ
て
い
ま
す
。

23

てんてん ３色

使用色：
ベージュ

ココアブラウン
ホワイト（地色）

70

140

80

80

70

140

80

80

しましま

使用色：
ピンク

バーガンディー
ダークグレー
ライトブルー

サファイアブルー【
レ
ン
タ
ル
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
と
は
？
】

	

常
に
快
適
な
環
境
で
ご
使
用
頂
く
為
に
お
店
の
方
に
代
わ
り

	

定
期
的
に
担
当
者
が
ご
訪
問
し
交
換
を
行
う
シ
ス
テ
ム
で
す
。

【
マ
ッ
ト
の
交
換
周
期
は
？
】

	

１
週
間
交
換
又
は
、
２
週
間
交
換
の
い
ず
れ
か
で
お
選
び
頂
け
ま
す
。

こ
の
商
品
は
、
レ
ン
タ
ル
リ
プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

『おでむかえ』
union.a
A4判　変形　中綴
パンフレット全体のデザイン担当

『西国三十三か所めぐり』
『四国八十八か所めぐり』
昭文社

表紙のデザインを担当

70

140

80

80
はなはなマット

使用色：
パールグレー

グレー
ピンク

バーガンディー

四国と西国の巡礼地をめぐるガイドブックの表紙デザインを担当。
書店で2冊が並ぶことを意識。今までよりターゲットを若く設定した表紙イメージのリニューアル、ただ高齢層も外さないようなイメージ

店舗用のレンタルマットの販促用パンフレット。
画柄の可愛さが伝わりやすいよう、雑誌の様な体裁で店舗紹介と実際のマットが使われている写真でイメージしやすいパンフレットに



『ドクターごとうの訪問歯科シリーズ①
愛は自転車に乗って
―歯医者とスルメと情熱と―

［新装版］』
大隅書店
本全体のデザインと組版を担当

訪問歯科医師のエッセイ風小説の新装版シリースの1冊目。
新装版ということで前作とイメージを一新するよう、全体のイラストをエッチングで作成してもらい、内容をわかりやすくモチーフに。



辞書には載らなかった
不採用語辞典
PHP研究所
四六判　208頁　並製
本全体のデザインと組版を担当

辞書の編纂者が採集した用語の、採用されなかった言葉を集めたよみもの。
辞書風＋新聞切り取り風で、採集イメージ＋シンプルで読みやすさを追求した本文デザイン。装幀は言葉とイラストで辞書風にまとめた。



『Akira Yoshimura Works』
2014
大隅書店
B4判変型　320頁　函入上製
装幀と本全体のデザインと組版を担当

大判の筒箱入り写真集。
写真家さんの人柄とイメージが伝わるように、写真を貼って白箔タイトルを押した箱、布にクリア箔の表紙、資料頁をグレーの用紙で。



『ヨガ・ボディ』
2014
大隅書店
A5判　352頁　並製
装幀と本全体のデザインと組版を担当

ヨガの歴史を追った論文の翻訳本。
ヘナアーティストに図柄を発注。カバー柄の一部に緑箔を押し高級感を演出。文字中心の本文にも図柄をちりばめ変化のある紙面に。



らくたび文庫
『京都はいつでも甘味びより』
2014
コトコト
装幀と本全体のデザインと組版を担当

文庫サイズのガイド本。
章ごとにデザインテーマを変えてレイアウト。女性読者を意識しつつ、小さい紙面に情報盛りだくさん感を持たせるため飾りを多めに。



『柳田国男の故郷七十年』
2014
PHP研究所
四六判　240頁　並製
本全体のデザインと組版を担当

柳田国男作品の再編集での復刻。
手に取りやすく＋読みやすくを目指した。タイトル部分は柳田国男の文字も目立つように、図形を絡ませて一緒に目立つようにまとめた。



『小さなラジオ局と
コミュニティの再生』
2014
大隅書店
A5判　224頁　並製
装幀と本全体のデザインと組版を担当

震災時のラジオ局のそれぞれの活動をまとめた報告書。
装幀周りは銀刷りと蛍光ピンクなど色数を抑え、見返し用紙の蛍光ピンクの紙が白い本の間から少し見えて、タイトルと色の連動を狙った。



『京の風流・永楽屋の町家てぬぐい』
2014
青幻舎
A5判　224頁　並製
装幀と本全体のデザインと組版を担当

文庫サイズのビジュアル本。
手拭いだけを紹介するので、単調にならないようにレイアウトに工夫を。古さを感じさせないくらいの和をイメージしたデザインを目指した。



『〝ワザあり〟家電ごはん』
2014
PHP研究所
B5判変型　128頁　並製
本全体のデザインと組版を担当

カフェの1周年に合わせて制作した、家電をメインに使ったレシピ本。
読み物頁とレシピ頁を織り交ぜた展開で、ほぼフォーマット化出来ない内容。全ページレイアウトが違うが、すっきりと見えるように心掛けた。



『京都の和ひるごはん』
2014
コトコト
装幀、フォーマットデザインと
コラム＆付き物関係組版を担当

文庫サイズのビジュアル本。
お店紹介はフォーマット化された内容なので、他の頁でなるべく豊富な内容を感じれるように、遊んだレイアウトで楽しく読める紙面に。



『小学生で出会っておきたい55の言葉』
2014
PHP研究所
A5判変型　144頁
本全体のデザインと組版を担当

小学生向けの名言集。
イラストを多用して絵本っぽさを演出した名言集。言葉の文字数はバラバラなのでメリハリをつけたりイラストと絡めたりの紙面構成に。



『認知症になる前にやっておくべきこと』
2014
PHP研究所
装幀を担当

『イラスト祇園祭』
2014
京都新聞出版センター
A5判　112頁
装幀と別丁扉の展示用POなど制作を担当

『日本酒ガールの
関西ほろ酔い蔵さんぽ』
2014
京都新聞出版センター
四六版
装幀と表紙の制作を担当

装幀まわりを担当した書籍。
帯がない書籍とのことで、全面使ったイラストを発注。長いタイトルとサブに大小をつけて、見てほしい言葉順に目に入るように整理した。

装幀まわりを担当した書籍。
イラストで紹介する本なので、カバー用イラストのモチーフや構図などを伝えて描いてもらった。長いタイトルをスッキリ見せるように。

祇園祭の鉾を紹介したビジュアル本の装幀と書店でのPOPなどを担当。
紙面に使われていたイラストを装幀に流用して構成。祭の楽しさが伝わるように＋中面もイラストがいっぱいですよ感が伝わるデザインに。



『京都の路地裏図鑑』
コトコト

B6判　128頁　並製
装幀、デザイン（一部はフォーマットのみ）を担当

京都の路地を紹介したガイド本。
タイトル文字は迷路をイメージ。4種類の本文用紙を使って路地ごとに違う世界観を演出。遊びを多用したデザインで路地の面白さを。





『ワーク・デザイン　これからの働き方の設計図』
阪急コミュニケーションズ
装幀を担当

京都ミュージアム探訪
京都市内博物館施設連絡協議会京都市教育委
本全体のデザインと組版を担当

Exploring museums in Kyoto
京都市内博物館施設連絡協議会京都市教育委
本全体のデザインと組版を担当

働き方を提案した自己啓発本の装幀を担当。
メインタイトルでは内容が伝わりにくい恐れがあったのでサブタイトルを目立つ位置に配し、線でサブ→メインに目が行くようなデザインに。

京都の博物館を紹介したガイド本の日本語版と英語版。
2冊が並ぶとなんとなくビジュアルが繋がるような装幀に。本文はフォーマット色を強くし、日本語版と英語版で統一感が出るような紙面に。



らくたび文庫『パン物語』
コトコト
本全体のデザインと組版を担当

京都のパン屋さんを紹介したガイド本。
個性豊かなパン屋紹介なので、デザインイメージもいろいろに。デザインパーツを黒で統一して、写真より目立たないように心掛けた。



イラストエッセイ『京都ぷらっと日記』
白川書院
本全体のデザインと組版を担当

雑誌に連載されていたイラストエッセイをまとめた本。
イラストエッセイがメインになるようにフォーマットを統一しつつ、イラストイメージの楽しさが本全体から伝わるようなデザインを目指した。



『楽しき愛しきお誂え』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

著者の京都での暮らしを紹介したエッセイ本。
アーティストの作品を表紙に使用し、半透明のカバーにタイトルと赤を印刷して京都なイメージに。飾りを極力排除し、配置で遊んだ紙面に。



言語科学をめざして
大隅書店
A5判　300頁　並製
装幀、日本語部分の組版デザインを担当

著者の英語の論文をまとめた書籍。
明朝を意識して丸ゴシック風なタイトル文字を制作。取材時に撮影した、顔と黒板写真をビジュアルの一部に取り込み、還暦祝いの赤色に。



『色の知識』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

色を紹介したビジュアル本。
紹介している色数の多さが伝わるよう、全色名を配し、タイトル部分にホログラム箔を使って色変化を表現し、色情報の充実さをカバーから。



『親鸞の歩き方』ダイヤモンドMOOK

ダイヤモンド社
本全体のデザインと組版を担当

親鸞に関連する京都を紹介した、ムック判のガイド本。
若い人にも親鸞の世界が伝わるような、楽しい紙面イメージを目指し、イラストマップや色遣いで構成。高齢読者も意識し文字は大き目に。



中学生で出会っておきたい71の言葉
PHPエディターズグループ
本全体のデザインと組版を担当

高校生で出会っておきたい73の言葉
PHPエディターズグループ
本全体のデザインと組版を担当

中学生、高校生に向けた名言集。
本文のイラストを装幀に流用し、大き目のタイトルと喧嘩しないように銀箔にして全体に配した。レイアウトはフォーマット化し読みやすく。



『お料理教室』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

京都の6人の料理人がレシピを紹介する本。
色分けで料理人ごとに切り替えを伝わりやすく。文字量の違いをレイアウトで解消できるように、料理名や写真を食い込みのレイアウトに。



『これが応用哲学だ！』
大隅書店
本全体のデザインと組版を担当

応用哲学という、若い学会を紹介した哲学本。
他の哲学書より若さが感じられる装幀を目指した。縦長の判型に、茶系ボール紙に白箔の表紙、帯を兼ねたカバーをオレンジ特色で。



淡交テキスト『季節の点心をつくる』
淡交社
本全体のデザインと組版を担当（2013年1月号〜）

お茶の世界を紹介した月刊誌を2013年1月号〜現在まで担当中。
年ごとに内容が変わるので、1年を通じてのフォーマットで展開。年配読者を意識して文字はなるべく大きく、読みやすい配置を目指した。



月刊京都　特集ページレイアウト
白川書院
毎月特集ページのカラー＆モノクロレイアウト

京都を紹介する月刊誌「月刊京都」の毎月の特集ページ、約50頁ほどを2011年ごろから担当中。
毎月変わるテーマ内容を意識して展開。細分化された内容の切り替えが伝わるように、あえて変化のある紙面レイアウトを心がけている。



『literacy 04』
積水ハウス
本全体のデザインと組版を担当

住宅メーカーの研究所が中心になって編集した雑誌風報告書。刊行された5冊中の4冊を担当。
研究報告書の内容を雑誌風にまとめるように、ビジュアルや写真、イラストで楽しい紙面イメージに。号のテーマによってデザインも変更。



『京都　町家案内』
コトコト
本全体のデザインと組版を担当

町家を紹介したムック本。
絵になる写真をメインになるべく大きく、和をイメージしたデザインパーツを多用し、章ごとに変化を持たせつつ、京都っぽい紙面を目指した。



らくたび文庫
『幕末 龍馬の京都案内』
コトコト
本全体のデザインと組版を担当

龍馬と関わりのある京都を紹介した、文庫サイズのガイド本。
可愛い紙面で女性をターゲットにしたシリーズにのっとり、歴史色の内容が強いが、なるべく手に取りやすい紙面デザインでまとめた。



らくたび文庫
『アート散歩in京都』
コトコト
本全体のデザインと組版を担当

京都のアートにまつわるスポットを紹介した、文庫サイズのガイド本。
アートスポットを楽しく紹介出来るよう、盛りだくさん感が出るようにノンブルや各デザインパーツなどで色々遊んでレイアウトした一冊。



『京都のおまんやさん』
東京地図出版
本全体のデザインと組版を担当

京都のおまんやさんを紹介した本。
写真的に割りと地味な印象だったので、白場をいかしつつ、切り抜きを多用して紙面に動きを持たせ、単調にならないように心がけた。



新版
『京都の洋館』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

前作も担当した、京都の洋館を紹介した本のリニューアル版。
前作のままの内容とリニューアルの新原稿との混在を考慮しつつ、判型が小さくなった違和感の感じが出ないようなレイアウトを心がけた。



『和ごころ素材集』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

和のイメージで統一された素材集。
他社素材集との差別化のため、横長判型を提案し採用されたシリーズ1冊目。鯉を金箔、帯はツルツルUV＆ザラザラUV等、遊んだ加工。



京都ソムリエ

『京都のブーランジェリー』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

京都をテーマにしたシリーズ「京都ソムリエ」の5冊目。
パンを紹介したガイド本で、パンのビジュアルだけでは紙面変化が出づらかったので、デザイン的にパーツを増やし、パンの世界観を表現。



らくたび文庫『夜カフェごはん』
コトコト
装幀、デザイン（一部はフォーマットのみ）を担当

夜のカフェをテーマに紹介した、文庫サイズのガイド本。
遅い時間までやっていることが伝わるように暗い目の配色や、時間の表記をデジタル時計風に柱にデザイン。タイトルは描き文字で制作。



『夏休み1カ月の会社が作るまち』

幻冬舎メディアコンサルティング
全体のデザインを担当

『京都幕末維新　かくれ史跡を歩く』

淡交社
全体のデザインを担当

『収益不動産所有の極意』

清文社
装幀を担当

『周代中国の社会考古学』

京都大学学術出版会
装幀を担当

『創造性と学校』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『経済のグローバル化とは何か』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『帝国と破綻国家』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『日中企業の経営比較』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『資本主義の多様性』

ナカニシヤ出版
装幀を担当



『プロフェッショナルの人材開発』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『歌いながら生きていく』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

『国際化と人材開発』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『chori』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

『日本の商業デザイン』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

『女性の人材開発』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『京都半日とっておきの散歩道』

ダイヤモンド社
装幀・中面基本フォーマットデザインを担当

『雇用形態の多様化と人材開発』

ナカニシヤ出版
装幀を担当

『Retoro-Style』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当



『新☆大阪のカフェランチ』
コトコト
改訂版　カバーデザイン担当

らくたび文庫
『京の抹茶もん』
コトコト
改訂版　カバーデザイン担当

『京都でお仕立て』

京都新聞出版センター
本全体のデザインと組版を担当

らくたび文庫
『京都珍百景』
コトコト
装幀周りと本文フォーマットデザインを担当

『世界図案百科』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

『新☆神戸のカフェランチ』
コトコト
改訂版　カバーデザイン担当

『20世紀の商業デザイン』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

『京都のカフェランチ』
コトコト
本全体のデザインと組版を担当

『花結び手帖:366日の花個紋』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当



『literacy 05』
積水ハウス
本全体のデザインと組版を担当

京都ソムリエ
『京都花街の名店』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

京都ソムリエ
『京都外食手帖』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

京都ソムリエ
『京都女子酒場』
青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

『猫ネコ素材集』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

らくたび文庫
『京都の地酒蔵』
コトコト
本全体のデザインと組版を担当

『家紋デザイン素材集』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当

らくたび文庫
『京都のやさしい食堂』
コトコト
装幀周りと本文フォーマットデザインを担当

『ノスタルジック素材集』

青幻舎
本全体のデザインと組版を担当




